
芦屋市社会福祉協議会が取り組むこと

地域における多世代交流の拠点づくり
「プラスワン事業」

属性や世代を超えて、だれもが、いつでも参加・
交流のできる“居場所づくり”に、地域住民ととも
に取り組みます。

【検討チームAに関する取組】

“断らない”相談支援体制づくり

社協内の各分野の相談窓口（生活困窮・包括・障
がい・権利・地域）が連携し、分野を超えた相談支
援体制を目指します。

【検討チームBに関する取組】

資源開発と地域づくり
つどい場等の居場所づくり支援、地域の見まもり
につながる地域づくり支援を、地域支え合い推進員
（一層、二層）と地区福祉委員会が協働で取り組み
ます。

【検討チームA・Bに関する取組】

ひきこもりの方等が地域で孤立せず
参加できる就労体験の場づくり

ひきこもりの方が、就労に向けた一歩が踏み出す
ことができるよう、市内の企業、団体等と協働で、
参加の場づくりに取り組みます。

【検討チームCに関する取組】

リハビリ専門職による介護予防啓発事業
「地域×リハプロジェクト」
理学療法士等リハビリ専門職が、地域住民向けに
出張講座を実施し、介護予防の推進と担い手づくり
に取り組みます。

【検討チームAに関する取組】

芦屋市社会福祉法人連絡協議会
「ほっとかへんネットあしや」

市内の社会福祉法人が連携し、地域課題の解決の
取り組みを行うためのネットワークづくりに取り組
みます。

【チームCに関する取組】
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